
　
介
護
保
険
で
要
介
護
4
か
5
と

認
定
さ
れ
た
市
民
税
非
課
税
世
帯

の
65
歳
以
上
の
人
を
在
宅
介
護
し

て
い
る
家
族
に
、介
護
用
品
の
購

入
チ
ケ
ッ
ト
を
支
給
し
ま
す
。
10

月
中
旬
頃
に
対
象
者
へ
支
給
申
請

書
を
発
送
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、高
齢
者
支
援
課（
☎

66
・
１
０
１
３
）へ
。

　
高
齢
者
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

か
か
る
と
重
症
化
す
る
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。予
防
接
種
で
、発
症
と
重

症
化
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

【
期
間
】12
月
30
日
㈮
ま
で

【
対
象
】65
歳
以
上
で
接
種
を
希
望

す
る
人

【
自
己
負
担
金
】１
，５
０
０
円（
令

和
４
年
度
市
民
税
非
課
税
世
帯
や

生
活
保
護
世
帯
の
人
は
事
前
申
請

で
無
料
）

▼
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
☎

65
・
０
０
６
５
）へ
。

暮
ら
し
の
情
報

介
護
用
品
支
給
チ
ケ
ッ
ト
の

支
給
申
請
書
を
発
送

　
市
で
は
乳
が
ん
の
正
し
い
知
識

を
広
め
、検
診
や
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
な
ど
、
乳
が
ん
の
早
期
発
見
・

治
療
の
大
切
さ
を
伝
え
る
ピ
ン
ク

リ
ボ
ン
活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

期
間
中
、五
老
ス
カ
イ
タ
ワ
ー
、赤

れ
ん
が
パ
ー
ク
、田
辺
城
城
門
を

ピ
ン
ク
色
に
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
て

周
知
し
ま
す
。
乳
が
ん
検
診
は
２

年
に
１
回
、定
期
的
に
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
早
期
発
見
で
き

た
場
合
の
５
年
生
存
率
は
99
・
８

㌫
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん

の
大
切
な
人
に
受
診
を
勧
め
て
く

だ
さ
い
。　
　
　《
健
康
づ
く
り
課
》

　
神
経
系
難
病
の
専
門
医
に
よ
る

個
別
相
談
を
実
施
。

【
日
時
】10
月
25
日
㈫
13
時
～
16
時

【
場
所
】中
丹
東
保
健
所

【
対
象
】市
内
在
住
で
、次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人
と
そ
の
家
族

❖
手
や
足
が
震
え
る
、ス
ム
ー
ズ

に
歩
け
な
い
、し
ゃ
べ
り
に
く
い
、

飲
み
込
み
に
く
い
な
ど
神
経
系
の

の
症
状
が
継
続
し
て
い
る
人

都
市
計
画
図
書
の
縦
覧

市議会議員
一般選挙

投票日
　11 月 20 日㈰
告示日
　11 月 13 日㈰

▪ 立候補予定者説明会
【日時】10 月 19 日㈬ 13 時 30 分
から

【場所】総合文化会館
▶詳しくは、市選挙管理委員会事
務局（総務課内、☎ 66・1044）へ。

高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
は　
月
１
日
か
ら

10

　
月
は
ピ
ン
ク
リ
ボ
ン
月
間

10

❖
神
経
系
難
病
と
診
断
さ
れ
た
人

【
申
し
込
み
方
法
】10
月
11
日
㈫
～
18

日
㈫
に
電
話
で
中
丹
東
保
健
所（
☎

75
・
０
８
０
６
）へ
。

　
北
吸
墓
園
の
使
用
者
を
募
集
。

１
世
帯
１
人
ま
で
。

【
対
象
】
❖
本
市
に
住
所
が
あ
り
、

祭さ
い
し祀
を
主
宰
す
る
人
❖
使
用
許
可

を
受
け
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
規

定
の
墳
墓
を
設
置
で
き
る
人

【
定
員
】22
区
画（
抽
選
で
区
画
を

決
定
）

【
料
金
】１
区
画
25
万
円（
管
理
料

が
年
間
４
，２
０
０
円
必
要
）

【
申
し
込
み
方
法
】10
月
３
日
㈪
～

21
日
㈮
の
平
日
に
所
定
の
用
紙（
生

活
環
境
課
、西
支
所
、加
佐
分
室
に

備
え
付
け
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
左
コ
ー
ド

か
ら
ア
ク
セ
ス
可
）を
持
参
か
郵

送
で
同
課
へ
。

▼
詳
し
く
は
、生
活
環
境

課（
☎
66
・
１
０
６
４
）へ
。

　
同
公
社
所
有
の
土
地（
倉
谷
）を

条
件
付
一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売

　
月
は
３
Ｒ
推
進
月
間

10

緊
急
地
震
速
報
訓
練
を
実
施

身
を
守
る
行
動
の
確
認
を

却
し
ま
す
。
入
札
申
込
書
な
ど
の

必
要
書
類
提
出
期
間
は
10
月
７
日

㈮
～
25
日
㈫（
必
着
）ま
で
。
所
在

地
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
。
左
下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク

セ
ス
可
。

▼
詳
し
く
は
、
同
公
社

（
☎
66
・
2
0
1
1
）へ
。

　
10
月
17
日
㈪
～
23
日
㈰
は
行
政

相
談
週
間
で
す
。
原
則
毎
月
第
２

火
曜
日
の
14
時
～
15
時
30
分
に
行

政
相
談
委
員
が
、行
政
機
関
な
ど
が

行
う
仕
事
へ
の
意
見
・
要
望
・
苦

情
な
ど
を
聴
き
、解
決
の
た
め
の
助

言
や
関
係
機
関
へ
の
通
知
を
無
料

で
行
う「
行
政
相
談
委
員
に
よ
る
行

北
吸
墓
園
の
使
用
者
を
募
集

政
相
談
」を
行
っ
て
い
ま
す
。
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。（
23
ペ
ー

ジ
に
関
連
記
事
）

▼
詳
し
く
は
、生
活
支
援
相
談
課

（
☎
66
・
１
０
０
６
）へ
。

　
都
市
計
画
案
を
縦
覧
。
期
間
内

は
意
見
書
の
提
出
が
で
き
ま
す
。

【
期
間
】10
月
７
日
㈮
～
21
日
㈮

【
縦
覧
場
所
】都
市
計
画
課
、
西
支

所
、加
佐
分
室
、中
公
民
館
、南
公

民
館
。
意
見
書
の
提
出
は
都
市
計

画
課

【
内
容
】舞
鶴
都
市
計
画
下
水
道
の

変
更

▼
詳
し
く
は
、
都
市
計
画
課（
☎

66
・
１
０
４
８
）へ
。

　

　
市
で
は
、ご
み
の
減
量
や
リ
サ

イ
ク
ル
に
積
極
的
に
取
り
組
む
店

舗
を「
マ
イ
・
リ
サ
イ
ク
ル
店
」に

認
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組

み
は
、環
境
啓
発
と
リ
サ
イ
ク
ル

推
進
に
賛
同
い
た
だ
い
た
各
店
の

熱
意
と
努
力
に
よ
り
実
施
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

▪
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
食
品
ト
レ
イ

は
き
れ
い
に
洗
う

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、食
品
ト
レ
イ

の
回
収
を
行
っ
て
い
る
店
舗
で
は
、

汚
れ
て
い
る
も
の
が
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
投
入
さ
れ
て
い
た
り
、生
活

ご
み
が
不
法
投
棄
さ
れ
て
い
た
り

と
、ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
利
用
が

相
次
い
で
い
ま
す
。
店
頭
回
収
は
、

各
店
独
自
の
取
り
組
み
の
た
め
、

店
舗
ご
と
に
ル
ー
ル
が
異
な
り
ま

す
。
ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
利
用
の

増
加
や
、不
法
投
棄
が
相
次
ぐ
と
、

回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
維
持
す
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
引
き
続

き
店
頭
回
収
の
取
り
組
み
を
実
施

で
き
る
よ
う
、ル
ー
ル
を
守
っ
た

ス
ー
パ
ー
な
ど
の
店
頭
回
収
は

ル
ー
ル
を
守っ
た
利
用
を

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課（
☎

66
・
１
０
０
５
）へ
。

　
10
月
は
3
Ｒ（
リ
デ
ュ
ー
ス
：

ご
み
を
出
さ
な
い
、リ
ユ
ー
ス
：

繰
り
返
し
使
う
、リ
サ
イ
ク
ル
：

再
生
利
用
）推
進
月
間
で
す
。
日
々

の
生
活
の
中
で
で
き
る
ご
み
減
量

に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

【
ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
で
き
る

こ
と
】❖
食
べ
切
れ
る
分
だ
け
買

い
、食
べ
残
し
を
し
な
い
❖
マ
イ

バ
ッ
グ
・
マ
イ
ボ
ト
ル
を
持
つ

❖
詰
め
替
え
の
商
品
を
買
う

▼
詳
し
く
は
、
生
活
環
境
課（
☎

66
・
１
０
０
５
）へ
。

　
毎
年
10
月
11
日
㈫
～
20
日
㈭
は

「
全
国
地
域
安
全
運
動
」で
す
。
各

地
の
防
犯
協
会
や
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
と
地
域
安
全
運
動
の

強
化
や
相
互
間
の
連
携
を
緊
密
に

し
て
い
ま
す
。
地
域
で
も
安
全
の

た
め
の
呼
び
掛
け
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、舞
鶴
警
察
署
生
活

安
全
課（
☎
75
・
０
１
１
０
）へ
。

　
11
月
２
日
㈬
に「
防
災
行
政
無

線
」
や「
ま
い
づ
る
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」な
ど
に
よ
る「
緊
急
地

震
速
報
訓
練
」を
実
施
し
ま
す
。

　
国
か
ら
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ（
全

国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）を
通
じ

て
送
ら
れ
て
く
る
地
震
速
報
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
今
自
分
が
い
る

場
所
で
、自
分
の
身
を
守
る
行
動

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。
家
庭
な
ど

で
は
机
の
下
に
も
ぐ
る
、屋
外
で

市
営
七
条
海
岸
駐
車
場
を

移
転

N

舞鶴市
商工観光
センター

東　港

与
保
呂
川

旧・市営七条海岸
駐車場

新・市営七条
海岸駐車場

八重山通り

潮路通り

満潮橋

七
条
通
り

五
条
通
り

九
条
通
り

コンビニ

舞鶴東消防署

入口

移転移転

は
、ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
倒
壊
・
転

倒
し
そ
う
な
も
の
か
ら
離
れ
る
な

ど
、緊
急
地
震
速
報
か
ら
揺
れ
が

来
る
ま
で
の
わ
ず
か
な
時
間
に
で

き
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、火
元
や
避
難
経
路
の
確
認
、

非
常
持
出
品
を
持
ち
出
す
な
ど
、

揺
れ
が
収
ま
っ
た
後
の
行
動
も
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

▼
詳
し
く
は
、危
機
管
理
・
防
災

課（
☎
66
・
１
０
８
９
）へ
。

　
市
営
七
条
海
岸
駐
車
場
が
移
転

し
ま
し
た
。
移
転
先
は
左
図
の
と

お
り
で
す
。

　
市
営
駐
車
場
の
利
用
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

下
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ

ス
可
。　
　
　《
土
木
課
》

神
経
系
難
病
個
別
相
談

土
地
開
発
公
社
所
有
地
を

売
却

困っ
た
ら一人
で
悩
ま
ず

行
政
相
談

全
国
地
域
安
全
運
動

市の人口と世帯数 人口  78,225 人（ ‐ 61 人）　世帯  34,742 世帯（ ‐ 32 世帯）

男  39,273 人（ ‐ 38 人）　女  38,952 人（ ‐ 23 人）※令和４年 9 月１日現在の推計人口。（　）内は前月比

ウズベキスタンから国際交流員が着任
　ウズベキスタン共和国から新たな国際交流員として、
アフメドフ・アシルベクさんが 8 月に着任しました。国
際交流員として、学校や市民の皆さんへの出前講座のほ
か、フェルガナ州リシタン地方との「茶栽培技術」「介護
福祉」「産業技術」分野の人材育成交流の支援など幅広い
業務を担当しています。
▪アシルベクさんからのメッセージ
　舞鶴市の皆さん、Assalomu alaykum.（アッサラーム ア
ライクム　ウズベク語で「こんにちは」）
　フェルガナ州のフルカットから参りました、アフメドフ・
アシルベクと申します。今回、京都外国語大学への留学以
来 3 年ぶりの来日となりました。
　これから舞鶴市の国際交流員として市民の皆さんにウズ
ベキスタンの文化、伝統、料理などを紹介したり、ウズベ
キスタンと舞鶴市の観光情報などを SNS で発信したりし
たいと思っています。
　また、母国では大学で日本語と英語を専攻し、その後、
教育センターで日本語の教師として勤務していました。日
本のことや日本語が大好きです。舞鶴市でも語学講座を行
いたいと考えています。
　ウズベキスタンと舞鶴市
の交流の懸け橋となれるよ
うに、精一杯頑張りますの
で、どうぞよろしくお願い
します。

《みなと振興・国際交流課》 ▲市長に抱負を語るアシルベクさん
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